
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

挨拶は心の鏡 
校長 吉田 博  

  ７月になりました。1年生が育てているアサガオもすくすく生長し、小さなつぼみをつけています。アサガオの

開花も子供たちが楽しみにしている夏休みももうすぐです。 

 さて、４月に着任して以来、子供たちの登校時に可能な限り校門に立って、子供たちと挨拶を交わすことが

日課となっています。４月、子供たちに挨拶は相手を思いやる気持ちの表れだと話をしました。４月当初、挨

拶の声が小さかったり、挨拶が返ってこなかったりしたこともありましたが、今では元気に挨拶を返してくれる子が

増えてきました。子供たちと相手を見て挨拶を交わすことで、子供たちと心が通い合ったような心地よさを味わ

うことができました。また、朝から元気よく挨拶を交わすことで気持ちのよい一日をスタートさせることもできまし

た。「挨拶は心の鏡」、明るく元気な声で挨拶をする人は、心も明るく元気な人が多いです。声のトーンが低

く、表情が暗い人は、何か心配事があるのかもしれません。このように、挨拶は言葉や表情だけではなく、心

の状態も映し出す鏡なのです。挨拶は、人と人とのコミュニケーションを円滑にするための貴重な役割を果た

しています。元気よく挨拶をすると自分自身の心も明るくなり、前向きになることもできます。明るく元気な挨拶

の声が八幡小学校に広がっていることを大変うれしく思うとともに、これからもさらに広がっていくことを願ってい

ます。 

  いよいよ夏本番、夏休みまであと３週間となりました。充実した夏休みを過ごすことができるように、お子様と

ご家庭で夏休みの過ごし方について話し合い、いろいろなことにチャレンジし、夏休みにしかできない貴重な経

験をしてほしいと思います。９月２日に一段と成長した子供たちと元気な挨拶を交わすのを楽しみにしていま

す。 
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